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大学生による持続可能な開発目標(SDGs)に関する認知

Students'Cognition of the Sustainable Development Goals(SDGs) 

村松陸雄
＊ 

MURAMATSU Rikuo 

はじめに

2015年 9月、国連本部での「国連持続可能な開発サミット」において「我々の世界を変

革する：持続可能な開発のための 2030アジェンダ」が全会一致で採択された。 2030アジ

ェンダは開発途上国の開発についての問題だけでなく、世界全体の経済、社会、環境の 3側

面（トリプル・ボトムライン）を、不可分のものとして調和させる統合的取組であり、先進

国と開発途上国が共に取り組むべき国際社会の普遍性を原則とし、その中に持続可能な開発

目標 (SustainableDevelopment Goals : SDGs) として 17の目標と 169のターゲットが

示された（付図 1、付表 1)。

脆弱な立場におかれた人々を「誰一人取り残さない (Leaveno one behind)」とのキーワ

ードは2030アジェンダの根底に流れる基本的理念であり、自らが当事者として主体的に参

加し、持続可能な社会の実現に貢献できるよう、あらゆるステークホルダーや当事者の参両

を重視し、政府、企業、市民社会が全員参加型で行動することが要請されている。政府は、

関係行政機関相互の緊密な連携を図り、総合的かつ効果的に推進するために、内閣総理大臣

を本部長、内閣官房長官、外務大臣を副本部長、他の全ての国務大臣を本部員とした、持続

可能な開発目標 (SDGs)推進本部を内閣に設置した(2016年 5月20日閣議決定）。 SDGs

推進本部は「持続可能な開発目標 (SDGs)実施指針」を決定した。 GRI(グローバル・レ

ポーティング・イニシアティブ）、国連グローバル・コンパクト及びWBCSD(持続可能な

発展のための世界経済人会議）は、「SDGCompass : SDGsの企業行動指針ーSDGsを企業

はどう活用するか一」を各企業の事業に SDGsがもたらす影響を解説するとともに、持続

可能性を企業の戦略の中心に据えるためのツールと知識を提供している(GRI,United 

Nations Global Compact and WBCSD, 2016)。

幅広いステークホルダー、特に国内外の若者における SDGsの認知度を向上させること

を目的として、外務省はピコ太郎を「SDGs推進大使」に任命し、 SDGs推進に係わる様々

な広報• 関連事業に起用している（外務省， 2017)。また、日本のお笑い業界大手の吉本興

業株式会社と国連広報センター (UNIC) と協働で、笑いとエンタメが持つ敷居を下げる効

果や人の気持ちをオープンにする力を活用し、「国連」、「開発目標」という言葉が含意する

自分事から縁遠いイメージを払拭するための様々な広報活動を行っている（日刊工業新
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聞， 2017)。

本論では、このような状況下で、大学生、特に専門分野が SDGsに関連が深い環境学関

連学科に在籍する学生が SDGsをどのように認知しているのかを把握するために質間紙調

査を実施し、その調査から得られた結果を報告する。

方法

実施時期：

2017年 7月下旬（環境システム学科 1年生）、 2017年 10月上旬（「環境教育論」履修者）

調査対象者：

東京都内の私立大学で環境システム学科に在籍する大学1年生 59名（男性 36名、女性 23

名）と同学科の選択科目「環境教育論」を履修する 3年生、 4年生の 56名（男性26名、女

性 30名）。

質間紙の内容：

① SDGsに関する質問項目（選択肢択ー式）

「間 1-1国連の「持続可能な開発目標 (SDGs)」という言葉を聞いたことがありますか？」

「間 1-2国連の「持続可能な開発目標 (SDGs)」についてどのようなものか知っています

か？」

「間 1-3国連の「持続可能な開発目標 (SDGs)」について、高校や大学の授業で受講した

ことがありますか？」

② ESD (持続可能な開発のための教育Educationfor Sustainable Development)に関する

質間項目（選択肢択ー式）

「間 2-1「ESD(持続可能な開発のための教育）」という言葉を聞いたことがありますか？」

「間 2-2「ESD(持続可能な開発のための教育）」についてどのようなものか知っています

か？」

「間 2-3「ESD(持続可能な開発のための教育）」について、高校や大学の授業で受講した

ことがありますか？」

③ SDGsに関する重要度評価

「間 3付表1は「持続可能な開発目標 (SDGs)」です。このうち、あなたが最も重要であ

ると思う目標を 5つ挙げてください。」 ※「環境教脊論」厖修者のみ笑施

④ SDGsと日常生活との関連を尋ねる質問項目（自由記述）

「問 4SDGsを達成するためにあなたの日常生活の中で何ができるか？「具体的」かつ「自

分の言葉」で論述せよ。」
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⑤ SDGsを達成することを妨げる障壁を尋ねる質問項目（自由記述）

「間 5-1目標年である 2030年までに SDGsを達成することを妨げる障壁は何か？」

「間 5-2その障壁を乗り越えるためにはどうすれば良いか論述せよ。」

調査手続き：

質問紙調査法に基づき実施した。環境システム学科 1年生に対しては、全専任教員がオム

ニバスで担当する必修授業「環境システム学入門」のうち、著者が担当する回 (2コマ連続

授業<90分間@1コマ＞）において、 1コマ日の冒頭に質問項目①②を含んだ質問紙の配布

と授業時間内での回答を依頼し、 1コマ目終了時に記入済質問紙を回収した。 2コマ目に、

著者による SDGsに関する講義と SDGsに関する映像教材 (NHKクローズアップ現代＋

No.3708「国連70年②＂誰も置き去りにしない＂世界を目指して」 2015年9月29日（火）放映）

の視聴後に、質問項目④⑤を含んだ質問紙の配布と残りの授業時間内での回答を依頼し、 2

コマ目の授業終了時に記入済質問紙を回収した。「環境教育論」履修者に対しては、著者が

担当する環境システム学科3年次選択科目「環境教育論」の時間に、 1コマ目の冒頭に質問

項目①②③を含んだ質問紙の配布と授業時間内での回答を依頼し、 1コマ目終了時に記入済

質間紙を回収した。環境システム学科 1年生と同様に、 2コマ目に、著者による SDGsに関

する講義と SDGsに関する映像教材 (NHKクローズアップ現代十 No.3708「国連 70年②

＂誰も置き去りにしない＂世界を目指して」 2015年 9月 29日（火）放映）の視聴後に、質間項

目④⑤を含んだ質間紙の配布と残りの授業時間内での回答を依頼し、 2コマ目の授業終了時

に記入済質間紙を回収した。

結果

表 1,---..,3に質問項目①の結果を示す。表 lょり、環境システム学科 1年生の 54.2%、「環境

教育論」履修者の 75.0%が SDGsという言葉を聞いたことがあり、環境システム学科 1年生

の45.8%、「環境教育論」履修者の 25.0%がSDGsという言葉を聞いたことがなかった。表 2

より、 SDGsに関する知識の程度について、環境システム学科 1年生は、「(A)知っている」

が 1.7%、「(B)まあまあ知っている」が 18.6%、「(C) あまり知らない」が 37.3%、「(D)

知らない」が 42.4%であった。他方、「環境教育論」履修者は、「(A)知っている」が 10.7%、

「(B)まあまあ知っている」が 23.2%、「(C)あまり知らない」が 50.0%、「(D)知らない」

が 16.1%であった。表 3より、環境システム学科 1年生の 25.4%、「環境教育論」履修者の

60. 7%が、 SDGsについて高校や大学の授業で受講したことがあり、環境システム学科 1年生

の74.6%、「環境教育論」履修者の 39.3%が、 SDGsについて高校や大学の授業で受講したこ

とがなかった。
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表1 問1-1国連の「持続可能な開発目標(SDGs)」という言葉を聞いたことがありますか？

環境システム学科 1年生
度数 パーセント

「環境教育論」履修者
度数 パーセント

(A)ある 32 54.2 (A)ある 42 75.0 

(Blない 27 45.8 (B)ない 14 25.0 

合計 59 100.0 合計 56 100.0 

表2 問1-2国連の「持続可能な開発目標(SDGs)」についてどのようなものか知つていますか？

環境システム学科 1年生
度数 パーセント

「環境教育論」履修者
度数 パーセント

(A)知っている 1 1.7 (A)知っている 6 10.7 

(B)まあまあ知っている 11 18.6 (Blまあまあ知っている 13 23.2 

(C)あまり知らない 22 37.3 (Clあまり知らない 28 so.a 
(D)知らない 25 42.4 (D)知らない ， 16.1 

合計 59 100.0 合計 56 100.0 

表3 問1-3国運の「持続可能な開発目標 (SDGs)」について高校や大学の授業で受講したことがありますか？

環境システム学科 1年生
度数 パーセント

「環境教育論」履修者
度数 パーセント

(A)ある 15 25.4 (A)ある 34 60.7 

(B)ない 44 74.6 (B)ない 22 39.3 

合計 59 100.0 合計 56 100.0 

表 4"-'6に質間項目②の結果を示す。表 4より、環境システム学科1年生の 27.1%、「環

境教育論」履修者の 50.0%がESDという言莱を聞いたことがあり、環境システム学科1年

生の 72.9%、「環境教育論」履修者の 50.0%が ESDという言葉を聞いたことがなかった。

表 5より、 ESDに関する知識の程度について、環境システム学科1年生は、「(A)知ってい

る」が 3.4%、「(B)まあまあ知っている」が 8.5%、「(C)あまり知らない」が 27.1%、「(D)

知らない」が 61.0%であった。他方、「環境教育論」履修者は、「(A)知っている」が 5.4%、

「(B)まあまあ知っている」が 12.5%、「(C)あまり知らない」が 42.9%、「(D)知らない」

が 39.3%であった。表 6より、環境システム学科1年生の 8.5%、「環境教育論」履修者の

25.0%が、 ESDについて高校や大学の授業で受講したことがあり、環境システム学科 1年

生の 91.5%、「環境教育論」履修者の 75.0%が、 SDGsについて高校や大学の授業で受講し

たことがなかった。

表4 問2-1 「ESD(持続可能な開発のための教育）」という言葉を闘いたことがありますか？

環境システム学科 1年
度数 パーセント

「環境教育論」履修者
度数 パーセント

(Alある 16 27.1 (A)ある 28 50.0 

(Blない 43 72.9 (B)ない 28 so.a 
合計 59 100.0 合計 56 100.0 
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表5 問2-2 「ESD(持続可能な開発のための教育）」についてどのようなものか知つていますか？

環境システム学科 1年生

(A)知っている

(B)まあまあ知っている

(C)あまり知らない

(D)知らない

度数 パーセント
「環境教育論」履修者

(A)知っている

(B)まあまあ知っている

(C)あまり知らない

(D)知らない

度数 パーセント

合計

2
5
1
6
3
6
-
5
9
 

3.4 

8.5 

27.1 

61.0 

100.0 合計

3
7
2
4
2
2
-
5
6
 

5.4 

12.5 

42.9 

39.3 

100.0 

表6 問2-3「ESD(持続可能な開発のための教育）」について高校や大学の授業で受講したことがありますか？

環境システム学科 1年生

(A)ある

(B)ない

度数

5
5
4
-
5
9
 

パーセント

8.5 

91.5 

100.0 

「環境教育論」履修者

(A)ある

(B)ない

度数 パーセント

合計 合計

14 

42 

56 

25.0 

75.0 

100.0 

表 7、8に、間 1-2と間 2-2とのクロス集計の結果を示す。環境システム学科 1年生と「環

境教育論」履修者のいずれに関しても、 ESDの認知度が高い人が、必ずしも SDGsの認知

度が高いわけではないことが明らかになった。

表7 問1-2と問2-2とのクロス集計の結果（環境システム学科1年生）

問1-2国連の「持続可能な開発目標 (SDGs)」についてどのようなものか

知っていますか？

(A)知っている

合計

(D)知らない

問2-2「ESD(持続可能な開 (A)知っている

発のための教育）」について (Blまあまあ知っている
どのようなものか知っていま

(C)あまり知らない
すか？

(D)知らない

合計

1

0

 
o
 OI
ー

(Blまあまあ

知っている

1 

4 

2 

4 

11 

(CJあまり

知らない

゜1 
12 ， 
22 

0
0
2
2
3
-
2
5
 

2
5
1
6
3
6
-
5
9
 

表 8 問1-2と問2-2とのクロス集計の結果（「環境教育論」履修者）
問1-2国連の「持続可能な開発目標 (SDGs)」についてどのようなものか

知っていますか？

(A)知っている

問2-2「ESD(持続可能な開 (A)知っている

発のための教育）」について (B)まあまあ知っている
どのようなものか知っていま

(C)あまり知らない
すか？

(D)知らない

合計

3

0

2

ー＿
6

(Blまあまあ

知っている

゜6 
7 

゜13 

(C)あまり

知らない

゜1 
12 

15 

28 

合計

(D)知らない

0
0
3
6
-
9
 

3
7
2
4
2
2
-
5
6
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表9と表 10に、質問項目③の SDGsに関する重要度評価の結果を示す。なお、今回の調

査では、環境システム学科 1年生に関して、質問項目③を除外したため、咋年度に別途調査

した 2016年度の環境システム学科 1年生の結果を記載した。

表9より、環境システム学科 1年生が、 SDGsの17の目標のうち、重要であると評価し

た目標は、「目標 2:飢餓を終わらせ、食料安全保障及び栄養改善を実現し、持続可能な農

業を促進する」の 9.0%、目標 6:すべての人々の水と衛生の利用可能性と持続可能な管理

を確保する」の 11.5%、「目標 12:持続可能な生産消費形態を確保する」の 9.0%、「目標 15:

陸域生態系の保護、回復、持続可能な利用の推進、持続可能な森林の経営、砂漠化への対処、

ならびに土地の劣化の阻止・回復及び生物多様性の損失を阻止する」の 10.4%であった。一

方、重要でないと評価した目標は、「目標 5:ジェンダー平等を達成し、すべての女性及び

女児のエンパワメントを行う」の 0.8%、「目標 11:包摂的で安全かつ強靱（レジリエント）

で持続可能な都市及び人間居住を実現する」の 2.0%、「目標 17:持続可能な開発実施手段

を強化し、グローバル・パートナーシップを活性化する」の 2.3%であることが明らかにな

った。

表 10より、「環境教育論」履修者が、 SDGsの17の目標のうち、重要であると評価した

目標は、「目標 2:飢餓を終わらせ、食料安全保障及び栄養改善を実現し、持続可能な農業

を促進する」の 10.5%、「目標 6:すべての人々の水と衛生の利用可能性と持続可能な管理

を確保する」の 12.7%、「目標 12:持続可能な生産消費形態を確保する」の 9.1%であった。

一方、重要でないと評価した目標は、「目標 9:強靱（レジリエント）なインフラ構築、包

摂的かつ持続可能な産業化の促進及びイノベーションの推淮を図る」の 1.1%、「目標 11:

包摂的で安全かつ強靱（レジリエント）で持続可能な都市及び人間居住を実現する」の 1.8%

であることが明らかになった。

表9SDGsに関する重要度評価の結果（環境システム学科 1年生く2016年度＞り

目"'
あらゆる場所のあらゆる形態の臼困を終わらせる

目欄 2

飢餓を終わらせ、食料安全保障及び太菫改鶴を賽填し、持続町鮨な農農を促遮する

目標 3

あらゆる年齢のすべての人々の儘康的な生活を確保し｀福祉を促進する

すべての人々の水と衛生の利用可能性と持続可能な冒遭を嬉保する

目.,,
すべての人々の｀安価かつ信頼できる持続可能な近代的エネルギーヘのアクセスを舘保する

目.,,包摂的かつ持抗.,目もな経済成長及びすべての人々の完全かつ生産的な雇用と働きがいのある人
間らしい雇用（ディーセント・ワーク）を促進する

目標 9強靱（レジリエント）なインフラ構築、包摂的かつ持続可能な産業化の囲筵及びイノベーショ

ンの推進を図る

件数 ％ 

2s I 7.o 

目● 15陸冨牛馨ギの保護、固復、持続可能な利用の推遣、持練可能な庁杵の経営、砂漢イ""'"対

目雰 16持続可能な開発のたぬ力平和で包摂的な社会を促進し、すべての人々に司法へのアクセスを

g I 2.s 

件数 ％ 

32 I 9.o 

1B I s.1 

3□ I s.s 

37 I 10.4 

10 I 2.a 

※今回の請査では、環境システム学科1年生に関して、質問項目③を除外したため、昨年度に別途調査した 2016年度の環境システム学科 1年生の結果
を記載
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表10SDGsに関する重要度評価の結果（「環境教育論」履修者）

件数 ％ 

目標 1

あらゆる場所のあらゆる形態の貧困を終わらせる
21 I 7.6 

目糧 2

ll餞を終わらせ、 食料安全保陣及び栄菫改讐を実環し、持続可能な農禦を促遍する
29 I 10.s 

目標 3

あらゆる年齢のすべての人々の健康的な生活を確保し、福祉を促進する
14 I s.1 

目な4

すべての人々への包摂的かつ公正な質の漑い教育を提供し、生涯学習の機会を促進する
11 I 6.2 

目標 5

ジェンダー平等を達成し、すぺての女性及び女児のエンパワメントを行う
13 I 4.7 

目檬 6

すべての人々の水と衛生の利用可能性と持続可能な冑理を罐保する
35 I 12.7 

目標 7

すべての人々の、安価かつ信頼できる持続可能な近代的エネルギーヘのアクセスを確保する
14 I s.1 

目な 8包摂的かつ灼栖司胆9よ経済成長及びすべての人々の完全かつ生産的な雇用と働きがいのある人

間らしい雇用（ディーセント・ワーク）を促進する
a I 2.9'' 

目標 12

持続可炉．ぢ．歴消賣形纏を確保する

目標13

気倖変動＂びその影轡を軽滅するための緊急対策を講じる

目標 14
持続可能な開発のために海洋•海洋費源を保全し．持続可能な形で利用する

目標 15降班牛虚系の保誕、 10l復、持続可能な利用の推進、持続可能な森林の経営、砂漠化への対

処、ならびに土地の劣化の阻止・同復及び生内多ほ性の損失を阻止する

目標 16-o」能な開発のための平和で包摂的な社会を促進し、すぺての人々に司法へのアクセスを

提供し、あらゆるレベルにおいて効果的で鋭明責任のある包摂的な制度を構築する

目標17
持続可能な開発実施手段を強化し｀グローバル・パートナーシップを活性化する

2s I 9.1 

13 I 4.7 

20 I 7.3 

17 I 6.2 

10 I 3.6 

12 I 4.4 

表 11に、質問項目④「SDGsと日常生活との関運を尋ねる質問項目（自由記述）」と⑤

「SDGsを達成することを妨げる障壁を尋ねる質問項目（自由記述）」の結果を示す。なお、

紙面の制約で、問 1-2の SDGsに閲する知識の程度について、「(A)知っている」と「(B)

まあまあ知っている」の回答者のみを抜粋して記載した。



表
11 質

問
項

目
④

「
SDGsと

日
常

生
活

と
の

関
連

を
尋

ね
る

質
問

項
目

（
自

由
記

述
）」

と
⑤

「
SDGsを

達
成

す
る

こ
と

を
妨

げ
る

障
壁

を
尋

ね
る

質
問

項
目

（
自

由
記

述
）」

の
結

果

－ 104 －

回
答
者
属
性

問
4
S
D
G
s
を
達
成
す
る
た
め
に
あ
な
た
の
日
常
生
活
の
中
で
何
が
で
き
る
か
？
「
具
体
的
」
か
つ
「
自
分
の
言
葉」
で
論
述
せ
よ
．

問
5
1
巨
雰
年
で
あ
る
2
0
3
0
年
ま
で
に
S
D
G
s
を
達
成
す
る
こ
問
5
2
問
5
1
の
隣
塾
を
乗
り
越
え
る
た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば
良
い
か
論
述
せ
よ
．

と
を
妨
げ
る
障
壁
は
何
か
？

環
境
教
育
論
」
匿
修
者
1
女
水
を
無
駄
に
使
わ
な
い
．
積
極
的
K
募
金
す
る
．
無
駄
K
物
を
買
わ
な
い
．
世
界
を
知
ろ
う
と
す
る
．

2
0
2
0
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

今
の
っ
ち
か
ら
日
本
人
の
意
識
を
忘
め
、
明
確
で
呉
体
的
な
行
動
を
み
ん
な
が
理
解
し
て
お
く
こ
と
．
そ
の
た
め
い
よ
影
害
力
の
あ
る
学
校

や
メ
デ
ィ
ア
が
必
要
で
あ
る
と
思
う
．

前
提
問
題
と
し
て
、
S
D
G
s
の
巨
楼
を
し
つ
か
り
と
理
解
で
き
て
い
な
い
．
ま
ず
は
そ
れ
ぞ
れ
の
目
楼
の
特
徴
と
中
身
を
知
る
こ
と
が
霊
要
で
1
7項
目
全
て
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
困
難
で
あ
る
こ
と
S
D
G
s
に
取
り
組
ん
で
い
る
企
業
は
増
加
し
て
い
る
が
、
巨
揉
達
成
に
は
ほ
ど
遠
い
．
そ
の
隣
墓
と
し
て
、
1
7
項
目
全
て
に
取
り
組
ん
で
い

環
境
教
育
論
」
匿
修
者
2
男
あ
る
．
そ
の
後
に
実
践
で
き
る
項
目
を
考
え
る
．
日
常
生
活
に
お
い
て
実
践
で
き
る
も
の
は
、
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
商
品
の
購
入
や
S
D
G
s
に
関

く
こ
と
が
困
難
で
あ
る
点
が
挙
げ
ら
れ
る
．
こ
れ
を
乗
り
越
え
る
た
め
に
は
、
業
界
ご
と
に
取
り
組
む
べ
き
倭
先
頃
位
を
設
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ

す
る
セ
ミ
ナ
ー
ヘ
の
参
加
や
開
催
を
行
い
、
認
知
向
上
に
努
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
．

特
化
し
た
取
り
組
み
に
変
え
偏
れ
た
取
り
組
み
に
努
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
．

S
D
G
s
の
1
7
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
は
日
々
,l.l;i撓
的
な
こ
と
他
の
国
の
こ
と
を
常
に
意
識
し
て
生
活
す
る
こ
と
が
重
要
で
は
な
い
政
府
の
活
動
の
真
剣
さ
S
D
G
s
の
知
識
の
足
り
な
さ

一
番
の
間
壁
は
個
人
的
に
は
政
府
の
活
動
の
真
剣
さ
や
S
D
G
s
の
知
識
の
足
り
な
さ
な
の
で
で
は
な
い
か
と
思
う
．
ア
フ
リ
カ
等
を
見
て
い

か
と
思
う
．
そ
の
理
由
と
し
て
は
、
世
界
の
真
の
現
実
、
つ
ま
り
表
側
ば
か
り
で
は
な
く
、
裏
側
も
見
る
こ
と
で
現
状
を
知
る
こ
と
が
で
き
る

る
と
わ
か
る
よ
う
に
貧
困
層
は
ず
っ
と
そ
の
場
で
暮
ら
し
統
け
て
い
る
こ
と
が
こ
こ
数
年
の
映
像
で
も
分
か
る
と
思
う
．
こ
の
関
壁
を
乗
り

は
ず
だ
．
各
目
標
に
目
を
通
し
て
み
る
と
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
し
て
は
今
、
日
本
国
内
で
始
ま
っ
て
い
る
「
地
域
躍
力
」
を
知
る
こ

越
え
る
た
め
に
は
国
連
が
い
か
に
し
て
政
府
や
組
織
に
対
し
て
真
剣
に
問
い
か
け
る
こ
の
第
一
関
門
を
突
破
し
な
け
れ
ば
他
で
起
っ
て
い

環
境
教
白
論
J
匿
修
者
3
男
と
、
水
に
関
し
て
は
、
汚
れ
の
呈
で
浄
化
す
る
の
に
ど
れ
だ
け
負
荷
が
か
か
る
か
を
計
算
し
た
り
｀
そ
し
て
生
産
に
関
し
て
は
｀
「
地
産
地

る
問
題
す
ら
解
決
で
き
な
い
と
思
う
．

消
」
で
哀
境
負
荷
を
減
ら
世
る
．
身
近
で
作
れ
る
も
の
は
生
産
し
て
み
る
｀
貧
困
な
あ
ら
ど
う
し
て
起
こ
る
の
か
を
つ
な
が
り
を
見
て
考
え
る

な
ど
、
小
さ
な
こ
と
を
一
つ
一
つ
積
み
上
げ
て
い
く
を
が
目
標
達
成
に
つ
な
が
る
と
思
う
．

目
標
1
7
の
グ
ロ
ー
パ
ル
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
活
性
化
す
る
と
い
う
こ
と
は
日
常
生
活
の
中
で
で
き
る
と
思
う
．
な
ぜ
な
ら
、
世
界
の
共
通
語
一
部
の
人
々
し
か
S
D
G
s
を
知
ら
な
い
こ
と

隣
墜
を
乗
り
越
え
る
た
め
に
は
、
知
っ
て
い
る
学
生
が
知
人
1._
話
す
な
ど
人
に
伝
え
る
こ
と
が
大
事
で
あ
り
、
ま
た
、
イ
ベ
ン
ト
や
T
V
な
ど

環
境
教
育
論
」
覆
修
者
4
女
は
英
語
で
あ
り
、
自
分
や
周
り
の
人
が
英
語
を
も
っ
と
学
び
世
界
の
人
々
と
ぷ
寸
あ
う
こ
と
で
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
が
活
性
化
す
る
の
で
は
な

で
コ
ー
ナ
ー
を
つ
く
り
、
S
D
G
s
の
こ
と
を
分
か
り
易
く
詳
し
く
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
よ
り
た
く
さ
ん
の
こ
と
が
知
る
こ
と
に
な
り
、
目
標
で

い
か
と
思
う
．
ま
た
、
発
展
途
上
国
な
ど
の
人
に
は
教
台
を
す
る
の
に
お
金
が
か
か
る
の
で
無
料
で
講
座
を
開
い
た
り
一
緒
に
話
し
な
が
ら

あ
る
こ
と
を
一
人
一
人
が
考
え
て
行
動
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
っ
た
．

（
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
を
加
え
な
が
ら
で
も
可
）
英
語
を
勉
強
す
る
と
よ
り
一
層
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
が
活
性
化
す
る
と
思
う
．

環
境
教
育
論
履
修
者
5
女
例
え
ば
、
目
楼
1
な
ら
、
謬
金
す
る
こ
と
が
で
き
る
．
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
t._
参
加
す
る
こ
と
も
良
い
．

ダ
国
と
発
黒
冷
cl'l
と
の
関
係
、
地
球
混
暖
化
問
題

私
た
ち
が
直
接
S
D
G
s
k
向
け
て
、
行
動
す
る
こ
と
i奴
信
し
い
と
思
う
け
ど
，
一
人
一
人
が
少
し
ず
つ
気
を
付
け
て
い
け
ば
、
何
か
が
変
わ
る
人
々
の
、
自
分
U
よ
関
係
な
い
と
思
っ
て
い
る
心

知
識
が
あ
っ
て
も
、
行
動
し
な
け
れ
ば
意
味
が
な
い
.
2
0
3
0
年
ま
で
に
、
ど
ん
な
(c..
告
知
や
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て
も
、
変
わ
ろ
う
と
し
な
け
れ

か
も
し
れ
な
い
．
「
ご
は
ん
を
残
さ
す
食
べ
る
」
、
「
ム
ダ
な
物
は
買
わ
な
い
」
，
「
物
を
む
や
み
に
捨
て
な
い
」
、
「
リ
サ
イ
ク
ル
を
行

i迄
わ
る
こ
と
が
で
き
な
い
．

環
境
教
育
綸
」
匿
修
者
6
女
う
」
、
「
ゴ
ミ
を
極
力
出
さ
な
い
」
、
I考
え
る
時
間
を
少
し
つ
く
る
」
な
ど
、
小
さ
な
コ
ト
を
コ
ッ
コ
ツ
と
行
う
こ
と
が
大
切
．
少
し
考
え

る
時
間
を
つ
く
る
だ
け
で
、
物
事
の
考
え
方
を
少
し
変
え
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
少
し
が
S
D
G
s
に
少
し
関
わ
っ
て
く
る
．
そ
の
よ
う
な
活
動

を
継
続
し
て
い
け
れ
ば
変
わ
っ
て
い
く
と
思
う
．

哀
境
教
育
論
』
夏
修
者
7
男
節
水
，
節
電
ゴ
ニ
を
ち
ゃ
ん
と
分
別
す
る
．

11¥ffl! 問
題

食
料
の
安
定
を
確
保
し
て
，
栄
笠
状
態
を
改
善
す
る
．
具
体
的
(
.
_
言
え
ば
，
持
続
可
能
な
農
業
を
推
進
し
、
食
料
の
生
産
星
を
増
加
さ
せ
る
．

環
境
教
育
論
」
匿
修
者
8
男
貧
困
等
の
問
題
に
対
し
て
今
で
き
る
こ
と
と
し
て
は
、
昇
金
や
ポ
フ
ン
プ
イ
ア
が
挙
げ
ら
れ
る
．
も
し
く
は
、
自
分
自
身
で
貧
困
を
無
く
す
団
這
国
と
発
庶
涼
H
司
と
の
友
好
関
係

先
進
国
だ
け
が
食
料
を
独
占
し
た
り
お
金
の
た
め
に
他
の
国
の
木
を
伐
採
等
を
し
て
ば
か
り
で
は
弄
庶
涼
巳
日
等
で
貧
困
に
苫
し
む
人
が
増

体
を
結
成
し
｀
全
力
を
尽
く
す
こ
と
で
回
り
の
見
方
も
変
わ
り
手
伝
っ
て
く
れ
る
．

え
て
し
ま
う
の
で
先
進
国
と
発
展
途
上
国
は
仲
良
く
＝
人
-
脚
で
塾
を
乗
り
越
え
る
べ
き
で
あ
る
．

哀
境
教
育
論
Jl!
修
者
9
女
エ
ア
コ
ン
を
使
い
過
ぎ
な
い
、
車
を
使
わ
ず
に
歩
く
、
エ
コ
パ
ッ
ク
を
持
ち
歩
く
、
食
ぺ
物
を
粗
末
に
し
な
い
、
人
と
地
球
に
や
さ
し
い
取
り
S
D
G
s
の
認
知
度
が
低
い
、
理
解
度
も
低
い
、
危
機
感
も
低
い
S
D
G
s
を
広
め
て
い
く
(
S
N
S
、
雑
誌
な
ど
）

組
み
に
参
加
す
る
よ
う
に
呼
び
か
け
る
．

簡
単
な
こ
と
な
ら
水
や
電
気
の
削
減
．
生
活
ス
タ
イ
ル
の
見
直
し
．
ま
た
「
何
が
」
出
来
る
か
の
た
め
に
も
っ
と
詳
し
い
現
状
を
知
る
た
め
以
前
か
ら
あ
る
価
値
観
や
信
見
な
ど
の
窯
識
｀
見
方
の
問
題
窯
識
な
ど
で
言
え
ば
人
々
は
S
D
G
s
の
目
標
は
｀
も
ち
ろ
ん
、
様
々
な
こ
と
に
他
人
事
で
あ
り
｀
自
分
以
外
の
誰
か
に
頼
忍
こ
の
目
標
に

環
教
育
論
』
員
修
者
1
0
女
に
、
本
を
読
む
、
ニ
ュ
ー
ス
を
見
る
な
ど
、
今
の
世
の
中
を
正
確
に
把
糎
ロ
ユ
ニ
セ
フ
に
g
金
な
ど
有
力
な
投
a
.

は
｀
全
て
の
人
が
関
わ
る
こ
と
を
自
覚
l.,,
問
題
豆
讚
を
も
っ
て
行
動
に
移
す
な
ど
が
な
い
と
、
達
成
は
困
難
だ
ろ
う
。

具
体
的
に
目
標
3
や
目
標
5
、
目
標
1
0
等
の
一
人
一
人
の
意
識
改
革
に
よ
っ
て
改
善
す
る
も
の
は
｀
日
常
的
に
意
識
す
る
よ
う
に
心
が
け
る
．
ま
2
0
2
0
年
東
京
オ
リ
ン
ビ
ッ
ク

主
に
経
済
面
で
効
果
が
大
い
に
期
待
さ
れ
て
い
る
た
め
、
環
境
面
へ
の
悪
影
害
が
考
え
ら
れ
る
．
乗
り
越
え
る
た
め
に
は
影
害
を
最
低
限
に

た
、
目
標
2
に
つ
い
て
は
、
持
続
可
能
な
農
業
で
つ
く
ら
れ
た
食
べ
物
を
積
極
的
に
買
っ
た
り
、
目
標
6
は
｀
油
を
排
水
口
に
流
さ
な
い
よ
う

抑
え
る
必
要
が
あ
る
．
し
か
し
、
環
境
面
以
外
の
目
標
に
つ
い
て
は
達
成
に
近
づ
く
こ
と
も
期
待
で
き
る
た
め
、
そ
ち
ら
を
伸
ば
す
．

涼
揉
教
育
論
＿
履
修
者
1
1
女
に
す
る
．
洗
剤
な
ど
化
学
物
質
を
多
く
使
用
し
た
製
品
だ
け
で
な
く
｀
パ
イ
オ
を
利
用
し
た
も
の
に
変
え
る
等
．
他
の
生
産
者
に
依
存
す
る
項

目
に
つ
い
て
芍
応
援
す
る
意
味
で
積
極
的
に
利
用
（
選
ぷ
）
よ
う
に
す
る
．

S
D
G
s
の
目
標
の
中
で
率
先
し
て
取
り
紀
め
る
こ
と
は
、
目
標
1
2
の
持
続
可
能
な
生
産
消
費
形
態
を
確
保
す
る
こ
と
に
対
し
て
の
行
動
だ
と
先
進
国
と
発
展
途
上
国
で
危
機
感
に
差
が
あ
る
こ
と

一
人
一
人
の
窯
識
と
積
み
重
ね
の
行
動
k
よ
っ
て
、
S
D
G
s
の
目
標
を
少
し
ず
つ
達
成
し
て
い
け
る
と
考
え
る
．
ま
た
、
中
国
や
ア
メ
リ
カ
と

(810Z) 
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石
揉
教
育
論
」
覆
修
者
1
2
女
思
っ
た
．
例
え
ば
地
産
地
消
を
目
指
し
｀
地
元
の
農
作
物
を
買
う
よ
う
に
す
る
こ
と
や
、
ス
ー
パ
ー
だ
け
で
な
く
、
あ
れ
ば
八
百
屋
に
も
足

い
っ
た
大
き
な
影
響
力
が
あ
る
国
が
動
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
思
う
．

を
運
ん
だ
り
と
い
っ
た
購
頁
行
動
だ
と
思
う
。
ま
た
、
軽
包
装
の
商
品
を
頁
う
な
ど
も
消
費
で
気
を
つ
け
ら
れ
る
こ
と
だ
と
考
え
る
．

小
さ
な
こ
と
か
ら
こ
つ
こ
つ
と
精
神
で
ご
み
拾
い
、
分
周
節
霞
節
水
な
ど
を
行
う
．
こ
の
こ
と
で
、
目
標
1
3
の
気
候
変
動
低
減
に
つ
な
経
済
中
心
の
社
会
構
造
（
シ
ス
テ
ム
）

何
か
を
改
善
し
よ
う
と
働
き
か
け
て
も
お
金
に
な
ら
な
い
こ
と
や
利
益
に
な
ら
な
い
こ
と
に
は
関
心
を
持
た
な
い
人
が
多
い
．
そ
の
た
め`

が
り
、
目
標
6
0
)人
々
の
水
と
衛
生
の
利
用
可
能
性
と
持
続
可
能
な
笞
理
を
確
保
で
き
る
．
ま
た
、
服
や
も
の
の
大
量
生
産
、
大
呈
廃
棄
サ
イ

改
善
し
よ
う
！
と
声
を
発
し
て
も
消
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
多
い
気
が
す
る
．
隅
壁
を
乗
り
越
え
る
た
め
に
は
経
済
（
構
造
、
シ
ス
テ
ム
）

ク
ル
を
止
め
る
ぺ
く
、
流
行
に
流
さ
れ
ず
必
要
な
服
や
モ
ノ
だ
け
を
真
う
．
こ
の
こ
と
で
、
目
標
1
2
の
持
続
可
能
な
生
産
消
費
形
態
を
確
保
で

を
変
え
る
こ
と
が
一
番
簡
単
だ
ろ
う
．
た
厄
変
え
る
ま
で
に
多
く
の
時
間
が
か
か
る
だ
ろ
う
。
な
の
で
、
国
単
位
｀
世
界
単
佗
の
会
議
で
発

環
教
育
論
』
員
修
者
1
3
女
き
る
．
さ
ら
に
格
安
商
品
ば
か
り
目
を
向
け
て
口
い
物
を
す
る
の
で
は
な
く
｀
そ
の
モ
ノ
の
裏
側
を
考
え
て
商
品
を
只
う
。
ち
ゃ
ん
と
し
た

言
権
力
の
あ
る
人
が
社
会
シ
ス
テ
ム
の
変
更
を
伝
え
て
い
け
ば
世
界
も
動
き
、
国
も
国
民
も
一
人
一
人
も
S
D
G
s
を
達
成
す
る
よ
う
に
動
く

雇
用
形
態
で
働
い
て
い
な
い
人
た
ち
が
苦
し
い
思
い
を
し
て
作
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
．
こ
う
し
た
考
え
方
を
持
つ
こ
と
で
｀
目
揉
1
~
5
,

よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
．

8, 
1
0
、
1
2
の
達
成
に
向
か
う
だ
ろ
う
．

環
境
教
育
論
」
履
修
者
1
4
女
新
品
の
商
品
を
購
入
す
る
の
で
は
な
く
、
中
古
品
を
隅
入
す
る
．
自
家
用
車
で
出
か
け
る
よ
り
、
公
共
の
交
通
機
関
や
自
転
車
を
使
用
す
る
．
根
本
に
あ
る
経
済
発
展
主
義

中
古
製
品
の
価
格
を
公
的
に
カ
ッ
ト
す
る
シ
ス
テ
ム
を
作
る
．
使
用
年
数
な
ど
売
り
手
が
商
品
に
制
限
を
設
け
る

徒
歩
が
望
ま
し
い
．
外
食
に
頼
ら
ず
巨
炊
を
行
う
．

先
進
国
に
住
む
私
た
ち
が
現
在
取
り
組
め
る
課
題
は
あ
る
．
イ
列
ス
ば
｀
日
本
の
食
糧
供
給
雪
と
自
給
率
の
値
に
差
が
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
人
間
の
意
識
の
追
い

哀
境
問
題
を
考
慮
し
,
S
D
G
s
を
知
っ
て
い
る
人
か
ら
し
た
ら
、
普
段
の
行
動
を
心
が
け
る
と
思
う
の
だ
が
、
教
育
を
受
け
て
い
な
い
人
に

る
．
少
し
で
も
無
駄
な
食
糧
を
輸
入
し
な
い
よ
う
に
自
給
率
を
上
昇
さ
せ
る
べ
き
で
あ
る
．
そ
の
た
め
に
は
．
廃
棄
と
な
ら
な
い
よ
う
に
食
糧

と
っ
て
は
関
係
の
な
い
事
柄
で
あ
る
と
か
ん
が
え
て
い
る
だ
ろ
う
。
そ
の
た
め
に
必
要
な
の
が
ロ
填
を
意
識
で
き
る
よ
う
に
す
る
．
つ
ま

を
購
入
、
n
画
的
に
食
す
、
残
さ
な
い
と
い
っ
た
取
り
組
み
は
実
行
で
き
る
と
考
え
る
．
そ
れ
ら
が
目
標
1
2
に
つ
な
が
る
。
さ
ら
に
い
え
ば
｀

り
｀
環
教
育
が
す
べ
て
の
人
に
行
う
ぺ
き
だ
と
思
う
．
そ
う
い
っ
た
認
知
を
深
め
る
こ
と
で
最
終
的
に
S
D
G
s
の
達
成
に
つ
な
が
っ
て
い
く

環
境
教
育
論
』
夏
修
者
1
5
男
気
候
変
動
も
先
進
国
が
深
く
関
わ
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
躍
子
機
器
な
ど
に
含
ま
れ
る
P
C
B
s
な
ど
は
｀
我
々
が
不
法
投
棄
を
行
っ
た
結
果
、

の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
．

大
気
中
に
拡
散
す
る
の
で
あ
る
．
火
力
発
電
所
な
ど
大
き
な
混
室
効
果
ガ
ス
を
止
め
ら
れ
な
い
に
し
て
も
、
車
を
電
気
自
動
車
に
す
る
な
ど
、

一
人
一
人
の
少
し
の
取
り
組
み
が
い
ず
れ
つ
な
が
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。

※
問
1-2
の
SDGs
に
関
す
る
知
識
の
程
度
に
つ
い
て
、
「
(A)
知
っ
て
い
る
」
と
「
CB)
ま
あ
ま
あ
知
っ
て
い
る
」
の
回
答
者
の
み
を
抜
粋
し
て
記
載
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食
事
の
無
駄
な
廃
稟
．
ポ
フ
ン
プ
イ
ア
活
動
を
行
う
．
す
ぺ
て
の
人
間
を
受
け
入
れ
て
，
コ
ミ
コ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
切
に
す
る
.
C
O
2
を
排
人
間
の
欲
望

人
間
は
常
に
欲
望
を
源
と
し
て
、
行
動
し
、
考
え
て
い
る
．
自
分
の
不
利
益
な
事
に
は
極
力
避
け
て
通
り
、
楽
な
道
を
歩
ん
で
い
る
．
そ
の
た

出
す
る
乗
り
物
を
使
わ
な
い
．

め
、
将
来
へ
の
ニ
ー
ズ
（
持
続
可
能
な
開
発
）
を
考
え
て
い
な
い
．
そ
れ
を
乗
り
越
え
る
に
は
、
人
々
の
怠
識
改
革
か
、
一
展
す
べ
て
を
失
う

環
摂
教
育
論
」
届
修
者
1
6
男

か
（
地
球
全
体
の
貧
困
な
ど
）
の
ど
ち
ら
し
か
な
い
と
思
う
．
そ
う
す
れ
ば
人
々
は
生
ま
れ
変
わ
り
｀
純
粋
な
地
球
（
新
し
い
地
球
）
が
生
ま

れ
る
．

私
は
人
々
の
自
然
観
を
高
め
る
こ
と
が
、
自
分
（
こ
で
き
る
SDGsl'¥.(JJ

貢
献
だ
と
考
え
る
．
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
自
然
観
を
高
め
る
か
に
つ
様
々
な
設
備
に
か
か
る
コ
ス
ト
、
経
済
の
パ
ラ
ン
ス
、
国
と
国
各
国
の
連
携
．
助
け
合
い
、
平
等
な
考
え
方
．

い
て
は
、
S
N
S
を
上
手
く
利
用
し
た
い
と
思
う
．
例
と
し
て
、
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
を
利
用
し
て
、
都
市
に
住
ん
で
い
る
人
や
仕
事
に
追
わ
れ
て
と
の
対
立

環
楼
教
育
論
」
展
修
者
1
7
男
日
常
に
心
の
余
裕
が
な
い
人
に
対
し
て
自
然
の
良
さ
が
伝
わ
る
写
真
を
ア
ッ
プ
す
る
こ
と
で
、
人
々
に
心
の
余
裕
が
生
ま
れ
て
｀
環
坦
へ
の
取

り
組
み
を
促
進
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

S
D
G
s
を
し
つ
か
り
理
解
し
、
自
分
な
り
の
考
え
窟
見
を
持
つ
．
身
近
な
人
と
そ
の
考
え
を
共
有
す
る
こ
と
や
話
題
に
出
し
て
常
に
当
た
り
日
本
で
い
う
と
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
な
ど
が
あ
り
、
そ
れ
ら
に
向
今
ま
で
以
上
に
、
様
々
な
専
門
家
な
ど
か
ら
意
見
を
取
り
入
れ
慎
重
に
行
動
を
と
る
べ
き
で
あ
る
．

前
の
考
え
に
さ
せ
る
べ
き
だ
と
考
え
る
．

け
て
、
様
々
な
も
の
が
新
し
く
作
ら
れ
た
り
、
直
さ
れ
た
り
す

環
楼
教
育
論
」
届
修
者
1
8
女

る
｀
新
し
い
開
発
が
進
む
と
(
1
)
=
ア
な
ど
も
）
、
生
物
多
様

性
な
ど
、
被
害
を
受
け
る
か
も
し
れ
な
い

フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
の
表
示
が
あ
る
商
品
を
買
う
.
N
F
C
認
証
な
ど
環
境
(c..酌
怠
し
て
い
る
商
品
を
買
う
.
S
D
G
s
を
推
進
し
て
い
る
よ
う
な
活
認
知
度
の
低
さ
、
目
標
が
一
般
的
か
つ
多
岐
le
渡
る
た
め
把
握
国
や
企
業
が
積
極
的
1こ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
し
て
い
く
．
国
家
ご
と
に
状
況
が
異
な
る
の
で
、
そ
の
国
に
合
っ
た
僅
先
II頂
位
や
具
体
的
な
行
動
指

哀
境
シ
入
テ
ム
学
科
1
年
1
女
動
や
団
体
に
寄
付
を
す
る
．

し
辛
い
法
的
拘
束
力
が
な
い

標
を
つ
く
る
.
S
D
G
s
に
関
連
し
た
条
約
や
法
律
を
つ
く
っ
て
し
ま
う

．
ま
た
は
、
S
D
G
~
肪
加
）
重
要
性
を
国
民
に
知
ら
し
め
る
よ
う
な
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
．

誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
社
会
づ
く
り
の
た
め
に
学
校
で
の
学
び
や
活
動
を
一
人
で
行
う
の
で
は
な
く
、
武
蔵
野
大
学
の
よ
う
に
グ
ル
ー
プ
で
一
人
一
人
の
S
D
G
s
に
対
す
る
姿
勢
や
意
欲
が
な
く
な
っ
て
し
テ
レ
ビ
番
組
や
新
聞
な
ど
の
メ
デ
ィ
ア
に
大
き
く
取
り
上
げ
る
こ
と
が
開
壁
を
乗
り
越
え
る
き
っ
か
け
に
な
る
。

環
境
以
社
学
科
1年
2
男
経
験
を
分
か
ち
合
い
、
一
人
一
人
が
活
躍
で
き
る
機
会
を
増
や
す
こ
と
が
S
D
G
s
の
達
成
に
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
．

ま
う
こ
と

ゴ
ミ
を
拾
っ
た
り
分
別
を
す
る
．
ま
た
、
移
動
す
る
と
き
は
竃
車
や
自
転
車
を
使
用
す
る
．
フ
ー
メ
ン
の
汁
を
残
さ
な
い
な
ど
し
て
｀
―
人
饂
に
終
止
符
が
ま
だ
打
て
て
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る

一
人
一
人
が
窯
識
し
て
、
上
述
の
内
容
を
し
、
ま
た
飢
餓
に
興
味
興
味
閲
心
を
持
ち
政
府
に
協
力
す
る
こ
と
で
あ
る
。

名
境
シ
J..社
学
科
1
年
3
男
一
人
が
S
D
G
s
の
達
成
の
お
た
め
に
努
力
す
る
．

食
料
の
ム
ダ
を
減
ら
す
た
め
に
、
自
分
が
使
え
る
分
の
食
材
し
か
買
わ
な
い
．
ま
た
、
ご
は
ん
屋
で
注
文
し
た
も
の
を
残
さ
な
い
と
い
っ
こ
と
項
目
が
多
す
ぎ
て
関
心
が
分
散
し
て
し
ま
う
、
抽
象
的
過
ぎ
て
一
つ
一
つ
達
成
し
て
い
く
か
、
特
に
や
ば
い
も
の
を
優
先
し
て
取
り
組
む
．
具
体
的
に
す
べ
き
．

が
挙
げ
ら
れ
る
と
思
う
．
飽
食
の
時
代
で
あ
る
と
同
時
に
日
本
は
恵
ま
過
ぎ
て
い
る
．
ー
人
一
人
が
自
覚
し
て
行
動
す
れ
ば
大
き
な
力
に
な
る
何
を
し
た
ら
良
い
か
わ
か
ら
な
い

環
環
シ
ス
テ
ム
学
科
1年
4
男
の
で
実
践
し
た
い
．
目
楼
7
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
と
こ
ろ
で
は
、
エ
ア
コ
ン
の
設
定
温
度
を
変
え
る
こ
と
や
、
コ
ン
セ
ン
ト
を
こ
ま
め
に
抜
く
こ

と
が
で
き
る
．
ェ
ア
コ
ン
の
場
合
、
常
に
つ
け
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
い
の
で
自
分
の
電
気
代
金
の
節
約
に
つ
な
が
り
一
石
＝
烏
だ
．

水
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
海
洋
資
源
、
陸
上
資
源
を
大
切
に
す
る
。
海
山
/II
を
汚
さ
な
い
．
流
し
つ
ば
な
し
に
し
な
い
節
電
｀
ゴ
ミ
を
投
機
し
な
今
ま
で
先
進
国
が
散
々
｀
環
境
破
壊
し
て
き
た
の
に
今
に
な
っ
発
展
途
上
国
u
晨
助
が
必
要
だ
と
思
う
．

環
楼
シ
ス
テ
ム
学
科
1年
5
男
ぃ
.
B
B
Q
の
や
り
方
を
改
善
。
エ
コ
マ
ー
ク
商
品
の
購
入
、
マ
イ
バ
ッ
ク
持
参
，
3
R
の
実
行
．

て
そ
れ
に
気
付
い
て
改
善
す
る
た
め
に
発
展
途
上
国
も
参
加
さ

せ
ら
れ
る
の
で
、
発
展
途
上
国
は
納
得
し
て
い
る
の
か

環
境
シ
ス
テ
ム
学
科
1
年
6
男
ゴ
ミ
を
捨
て
る
と
き
に
分
別
し
、
ポ
イ
捨
て
を
し
な
い
よ
う
に
す
る
．

プ
ロ
の
存
在

丁
口
の
存
在
を
無
視
で
き
な
い
か
ら
協
力
し
な
い
と
い
け
な
い
．

大
き
な
変
化
は
小
さ
な
変
化
か
ら
は
じ
ま
る
．
環
境
の
た
め
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
減
ら
す
．
ス
ー
パ
ー
や
コ
ン
ビ
ニ
ヘ
買
い
物
へ
行
く
と
き
、
人
々
、
特
に
政
府
の
考
え
方
．
そ
れ
ぞ
れ
の
人
々
の
涸
力
、
政
府
を
選
ぷ
と
き
必
ず
気
を
付
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
．
政
府
は
本
当
に
社
会
を
良
く
し
た
い
の
功
汎
自
分
の
国
で
は
、
多
く
の
利
益
を
も

マ
イ
パ
ッ
ク
を
使
っ
て
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
パ
ッ
ク
を
も
ら
わ
な
い
よ
う
に
す
る
．
覧
丘
、
よ
く
や
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
カ
ー
ポ
ン
オ
フ
セ
ッ
ト
人
々
の
無
関
心

た
ら
す
た
め
、
政
府
や
政
治
家
に
な
り
た
い
人
は
少
な
く
な
い
．
み
ん
な
社
会
を
良
く
す
る
た
め
に
お
互
い
に
協
力
し
な
け
れ
ば
何
も
始
ま

哀
境
シ
入
テ
ム
学
科
1
年
7
女
と
い
う
こ
と
を
一
部
の
人
々
は
や
っ
て
い
る
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
無
駄
に
し
な
い
こ
と
．
使
わ
な
い
ミ
ス
や
竜
気
を
消
す
．
ゴ
ミ
を
片
付
け
る
人

ら
な
い
．
何
が
で
き
る
か
、
S
D
G
s
に
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
み
ん
な
の
た
め
に
社
会
を
よ
り
良
く
す
る
の
で
、
S
D
の
教
育
に
力
を
い
れ
る

の
気
詩
ち
を
考
え
る
．
ゴ
ミ
を
正
し
く
分
別
す
る
。

こ
と
が
大
亭
で
あ
る
．

私
は
S
D
G
s
を
達
成
す
る
た
め
に
貧
困
面
で
の
問
顆
で
は
、
勢
金
活
動
を
す
べ
き
だ
と
考
え
る
．
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
目
襟
1,
2
、
3
、
国
と
国
の
文
化
や
考
え
方
の
達
い

冨
裕
庖
の
人
々
は
貧
困
胴
の
人
々
を
考
え
、
貧
困
庖
は
富
裕
庖
の
人
々
の
こ
と
を
考
え
た
り
｀
男
性
は
女
性
を
考
え
｀
女
性
は
男
性
を
考
え
る

環
境
シ
ス
テ
ム
学
科
1年
8
男
4, 
6, 
7
の
貧
困
，
飢
餓
保
位
教
育
、
水
・
衛
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
貧
し
い
国
々
の
人
達
に
保
証
す
る
こ
と
が
で
き
る
．

な
ど
、
ま
ず
相
手
の
こ
と
を
怠
識
し
て
物
亭
を
行
っ
た
方
が
良
い
と
思
う
．

私
が
S
D
G
s
を
達
成
す
る
た
め
(
.
_
日
常
生
活
で
で
き
る
こ
と
の
一
つ
に
，
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
の
商
品
を
買
っ
こ
と
を
挙
げ
ら
れ
る
と
思
う
．
自
分
L
は
関
係
な
い
、
誰
か
ら
ど
う
1._
か
し
て
く
れ
る
と
い
つ
自
分
に
は
関
係
な
い
、
誰
か
ら
ど
っ
に
か
し
て
く
れ
る
と
い
う
考
え
、
こ
そ
が
S
D
G
s
の
み
に
関
わ
ら
ず
、
沢
山
の
問
題
の
解
決
の
阻
羞
に

フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
の
商
品
は
少
し
値
段
が
高
い
た
め
に
、
あ
ま
り
積
極
的
に
買
う
こ
と
は
難
し
く
，
で
き
な
い
が
、
こ
れ
を
す
る
こ
と
に
よ
考
え

な
っ
て
い
る
と
私
は
考
え
て
い
る
．
こ
の
考
え
を
持
つ
人
の
思
考
を
変
え
る
こ
と
は
と
て
も
難
し
い
こ
と
で
あ
り
、
全
員
の
思
考
を
変
え
る
こ

り、
S
D
G
s
の
目
標
1
の
「
貧
困
」
に
貢
献
に
な
る
と
思
う
．
ま
た
、
「
貧
困
」
と
同
時
に
、
お
金
が
な
く
食
べ
物
を
書
く
こ
と
が
で
き
な
い

と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
と
思
う
．
し
か
し
、
今
回
の
鵠
義
で
見
た
、
厳
し
い
状
況
の
存
在
や
そ
れ
に
対
す
る
現
在
行
わ
れ
て
い
る
活
動
を
広

人
た
ち
に
と
っ
て
の
「
飢
餓
」
や
、
教
育
の
た
め
の
お
金
を
払
え
な
い
人
た
ち
に
と
っ
て
の
「
教
育
」
等
に
も
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
と
考

め
る
番
組
（
映
像
）
や
C
M
等
を
見
て
、
考
え
を
改
め
る
j人
は
い
る
と
思
う
口
だ
が
、
具
体
的
に
自
分
に
は
何
が
出
来
る
の
か
、
何
か
大
き
な

環
境
以
社
学
科
1
年
9
女
え
る
．
私
一
人
が
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
マ
ー
ク
の
つ
い
た
商
品
を
買
っ
た
だ
け
で
は
、
も
ち
ろ
ん
こ
れ
ら
の
巨
標
を
達
成
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

団
体
に
所
属
し
な
い
け
ら
ば
な
ら
な
い
の
か
、
そ
う
で
な
い
人
は
何
も
で
き
な
い
の
か
、
等
は
映
像
だ
け
に
見
て
も
解
ら
な
い
の
で
は
な
い
か

が
、
日
常
生
活
の
中
で
こ
れ
を
支
持
す
る
人
が
沢
山
増
え
れ
ば
、
徐
々
に
、
こ
れ
ら
の
目
霰
を
達
成
さ
せ
る
た
め
の
大
き
な
貢
献
に
な
る
と
考

と
思
う
．
だ
か
ら
、
誰
に
で
も
、
S
D
G
s
の
目
傑
達
成
に
貢
献
で
き
る
こ
と
、
具
体
的
に
何
が
で
き
ど
の
よ
う
な
影
響
が
出
る
の
か
を
、

え
る
．

も
っ
と
伝
え
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、
S
D
G
s
の
目
標
達
成
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
．

私
に
は
、
物
を
捨
て
て
、
新
し
い
物
を
次
々
と
買
う
ク
セ
が
あ
る
．
し
か
し
、
S
D
G
s
を
達
成
す
る
た
め
！
し
は
、
遍
う
活
用
を
見
つ
け
出
す
必
大
企
業
の
大
呈
生
産

必
要
以
上
の
生
産
を
防
ぐ
た
め
に
、
発
注
を
受
け
て
か
ら
、
高
速
生
産
を
実
現
す
る
．

環
以
社
学
科
1
年
1
0
男
要
が
あ
る
．
自
分
自
身
で
リ
メ
イ
ク
す
る
習
慣
を
つ
け
た
い
。

リ
サ
イ
ク
ル
や
再
利
用
に
よ
っ
て
廃
棄
物
の
排
出
量
を
大
輻
に
削
減
で
き
る
と
思
う
か
ら
、
リ
サ
イ
ク
ル
B
O
X
(
こ
協
力
し
た
り
分
別
を
し
つ
か
S
D
G
s
O
J
認
知
度

環
境
シ
ス
テ
ム
学
科
の
学
生
で
す
ら
S
D
G
s
を
知
っ
て
い
る
人
は
半
分
く
ら
い
だ
っ
た
と
す
る
と
日
本
規
模
、
世
界
規
摸
で
み
た
ら
S
D
G
s
の
認

り
す
る
こ
と
が
大
事
だ
と
思
う
。
温
暖
化
に
伴
う
降
水
量
や
温
度
の
変
化
に
よ
り
蚊
の
生
息
域
を
拡
大
し
、
マ
ラ
リ
ア
や
デ
ン
グ
熱
、
ジ
カ
熱

知
度
は
と
て
も
低
い
と
思
う
．
ど
う
や
っ
た
ら
達
成
で
き
る
か
と
い
う
よ
り
、
人
々
に
認
知
し
て
も
ら
う
こ
と
が
大
事
だ
と
思
う
．

環
撓
シ
ス
テ
ム
学
科
1
年
11
男
の
感
染
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
．
そ
れ
を
解
決
す
る
た
め
に
は
、
や
は
り
省
エ
ネ
が
大
切
で
あ
る
．
ー
人
一
人
が
エ
ア
コ
ン
を
控
え
る
な
ど
し

て
省
エ
ネ
に
貢
献
す
る
こ
と
が
大
事
で
あ
る
．

今
、
何
が
日
常
生
活
の
中
で
不
安
・
不
満
が
あ
る
こ
と
を
ま
と
め
て
,
1
7
目
標
の
ど
れ
に
あ
て
は
ま
る
の
か
を
考
え
地
元
の
役
所
が
取
り
組
国
民
と
行
政
の
距
離

自
分
一
人
だ
け
が
意
見
を
出
す
の
で
は
な
く
、
ほ
ぽ
同
じ
意
見
を
持
っ
た
人
々
と
意
見
を
ま
と
め
あ
っ
て
行
政
な
ど
K
意
見
し
た
り
身
近
K

環
埠
以
テ
ム
学
科
1
年
1
2
女
ん
で
い
る
も
の
で
解
決
策
が
あ
る
の
か
を
調
べ
る
な
か
っ
た
場
合
、
家
族
や
友
達
と
双
見
を
出
し
合
っ
て
、
解
決
策
を
み
つ
け
る
こ
と
が
で

す
る
．
行
政
が
市
民
な
ど
に
情
報
の
公
開
を
促
進
す
る
．

き
る
．
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考察

表 l、2より、 SDGsという言葉自体はどこかで聞いたことがあるが、肝心な SDGsの中身

については、ほとんど知らないという実態が詳らかになった。 2015年に世の中に初めて登

場してきた SDGsの知名度が、ここまで急速に向上したことは、ピコ太郎氏をはじめとする

様々な関係各位のご尽力が功奏した成果であり、このこと自体は評価できる。ただ、これは、

2030年に SDGsを達成するための行程表の入り口にようやく立つことができたに過ぎない。

2030アジェンダに向けた取り組みを一層、加速させるためには、政府、企業、市民社会な

どのあらゆるステークホルダーが当事者としての関与を求められている。本論に関していえ

ば、学生が SDGsを自分とは関係がない、遠く離れた世界の出来事ではなく、「自分事」とし

て内面化し、内発的動機に基づき SDGs実現に向けて行動をとることが期待されている。

表 11より、「問 4SDGsを達成するためにあなたの日常生活の中で何ができるか？」に対

する回答として、「環境の持続可能性」 (environmentalsustainability)に関連した回答が

多い傾向を読み取れる。環境関連学科に在籍する学生が自分の専門分野や強みを生かした貢

献すること自体は全く否定すべきでないが、 2030アジェンダでは、 SDGsのゴールとターゲ

ットは統合され不可分であり、統合的解決の視点を持って取り組む必要がある。著者は高等

教育機関に奉職する者の責務として、「今、何が日常生活の中で不安・不満があることをま

とめて、 17目標のどれにあてはまるのかを考え、地元の役所が取り組んでいるもので解決

策があるのかを調べる。なかった場合、家族や友達と意見を出し合って、解決策をみつける

ことができる。」（環境システム学科 1年 12女）が少数意見ではない、未来の“学びの場”

を創出する知恵を出さなければならない。

表 9より、環境システム学科 1年生に関して、 SDGsの17の目標のうち、「目標 5:ジェン

ダー平等を達成し、すべての女性及び女児のエンパワメントを行う」が重要であると評価す

る百分率は 0.8%、「目標 17:持続可能な開発実施手段を強化し、グローバル・パートナー

シップを活性化する」が重要であると評価する百分率は 2.3%と、いずれも 17の目標の中で

最低レベルの重要度評価の結果を示した。目標 5と目標 17は、 BertelsmannStiftung (ベ

ルテルスマン財団），&Sustainable Development Solutions Network (2017)が「SDGsイ

ンデックス＆ダッシュボード」で公表した、日本に関する SDGs達成状況評価において、“赤

信号"(達成度が最低ランク）と評価しており、改善を必要とされている。一方、「環境教育

論」履修者に関して、同様な評価の結果として、目標 5が4.7%、目標 17が4.4%といずれ

も重要度評価の数値が大幅に向上している。この理由として、環境システム学科が育成する

人材の方針は「持続可能な社会構築に向けて、環境科学の専門能力、幅広い環境関連分野の

知識を身につけ、システム思考をもって主体的に社会参画し、社会を啓発する意欲を持って

いる人材を育成します。」という SDGsと親和性が高いものであり、この方針に基づいて学

科科目が編成されていることから、既に学科科日を多数履修済の「環境教育論」履修者の結

果が改善したと推測される。

総じて、環境システム学科1年生より、 3年生以上が履修している「環境教育論」履修者

の方が、 SDGsに対する認知度が高いことが明らかになった。この理由についても上述の

SDGs重要度評価と同様に、 SDGsと親和性が高い学科デイプロマポリシーの教育効果によ
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り、既に学科科目を多数履修済の「環境教育論」履修者の SDGsに対する認知度が高い結

果となったと推測される。しかしながら、「環境教育論」履修者の SDGsに関する知識の程

度（表 2)について、「(C)あまり知らない」＋「(D)知らない」の合計が 66.1%である現

状には決して満足できるものではなく、環境系学科としてあるべき姿である、 SDGsの主流

化を実現するためのディプロマポリシーを早急に確立する必要があるといえるだろう。

ESDに関する知識の程度（表 5)について、「(C)あまり知らない」＋「(D)知らない」の

合計が、環境システム学科1年生： 88.1%、「環境教育論」履修者： 82.2%と、いずれも認知

度が著しく低い現状に驚愕している。「国連持続可能な開発のための教育の 10年 (UN

Decade of Education for Sustainable Development : ESDの10年）」が、 2002年のヨハ

ネスブルグ・サミットにおいて、日本の NGOの発案をもとに日本政府と共同提案し、その

後、先進国と途上国の双方を含む 47ヶ国が共同提案国となり、満場一致で採択された。こ

のように国連における ESD推進にわが国が主導的に関与した経緯から、2005年に開始した

「ESDの10年」に関連した新しい教育の試みが、様々なセクターによるパートナーシップ

のもと、日本各地で百花瞭乱に展開し、 ESDのコンセプトに基づく教育新時代の到来を感

じさせる形で、 2014年の最終年を迎えたとの個人的な思いにも関わらず、著者が所属する

環境教育学会でも ESDは再頻出語の一つに数えられるメジャーな言葉になっているにも関

わらず、今回の調査の結果、 ESDの認知度が極めて低いという想定外の知見に大変に驚か

されたのである。

SDGsという言葉を閉じた専門家サークルのジャーゴン(Jargon)にとどめることなく、

SDGsを旗頭に真のマルチステークホルダー・プロセスを推進して持続可能な社会を実現す

るためには、伝統的価値観に囚われたアカデミアに属する研究者のあり方（生き方）が厳し

く問われている。著者は、これまでトリックスターと見なされてきた領域越境型研究者の萌

芽的な可能性に注目し、別途、研究をすすめており、その報告は紙面を改めて行うつもりで

ある。

最後に、本論の課題と今後の展望について述べる。本論は、首都圏に所在する 1つの大学

の環境関連学科の学生のみを対象とした質間紙調査の結果に基づく論考であり、今回、得ら

れた結果を一般化することに課題があることは自明である。今後、他大学の環境関連学科の

学生や環境学以外の専門分野を専攻する学生を対象とした追加調査を実施することは、学生

のSDGsに対する認知をより精緻に理解する上で有益であろう。さらに、質問項目④「SDGs

と日常生活との関連を尋ねる質間項目（自由記述）」と⑤ 「SDGsを達成することを妨げる

障壁を尋ねる質間項目（自由記述）」に関して、回答された自由記述の内容を対象としたテ

キストマイニング手法を用いた質的研究アプローチにより in-depthな分析を進めている。

これらの知見については、別の機会に報告することにしたい。

謝辞

本研究を遂行するにあたり、環境学部環境学科4年（当時）山田智彦氏によるご協力を賜った。ここに

記して感謝の意を表す。本研究は【武蔵野大学学院特別研究費】により助成を受けて実施した。



－ 108 －

武蔵野大学環境研究所紀要 No.7 (2018) 

引用文献

Bertelsmann Stiftung (ベルテルスマン財団），&Sustainable Development Solutions Network (2017). 

SDG Index and Dashboards Report 2017-International spillovers in achieving the goals 

Global Responsibilities (Compact edition). Sustainable Development Solutions 

Network.Retrieved from 

http://sdgindex.org/assets/files/2017/2017-SDG-Index-and-Dashboards-Report--compact. 

pdf (October 31, 2017) 

外務省 (2017). 岡本外務大臣政務官によるピコ太郎氏に対する「SDGs推進大使」委嘱状交付外務省報

道発表平成 29年 9月 30日Retrievedfrom 

http://www.mofa. go. jp/mofaj/press/release/press4_005090.html (2017年 10月 31日）

GRI, United Nations Global Compact, & WBCSD (2015). SDG Compass The guide for business action 

on the SDGs . Retrieved from 

https://sdgcompass.org/wp-content/uploads/2015/12/019104_SDG_Compass_Guide_2015.pdf 

(GRI &, United Nations Global Compact & WBCSD国連グローバル・コンパクト・ネットワー

ク・ジャパン (GCNJ)・IGES(訳） (2016). SDG Compass : SDGsの企業行動指針 SDGsを企業

はどう活用するか . Retrieved from 

http://pub.iges.or.jp/modules/envirolib/view.php?docid=6247) (2017年 10月 31日）

持続可能な開発目標 (SDGs)推進本部 (2016). 持続可能な開発目標 (SDGs)実施指針（平成 28年 12月

22日決定） Retrieved from 

https: //www. kantei. go. jp/ jp/ singi/ sdgs/ dai2/ siryoul. pdf (2017年 10月 31日）

日刊工業新聞 (2017). トピック吉本典業と国連が連携、なぜ？

聞く、日刊工業新聞 2017年 10月 16日朝刊

国連広報センター・根本かおる所長に

器臨忠GC.)ALS

一2 : 歴 3 ~~ 迂~~ 4 :1:~; 教育を 5 ~t!~ 平等を 6 ::::~ トイレ

幽吋~Mi Cf V 
7柔：芯禁なに 8 :::~: 9 ::i~~!fの 10~:~:; 平等 11 ::~~~i•:9 12 ;~t:: 

藻：箪＆ ◄合』血 OO
13 ::::; 策を 14 ::~ かさを 15 =~fかさも 16 ;~~!f~ 17 ~-~i; し:;; I •I• 、:

G ;_~-~,o,.._ -・ 2030年に向けて
世鼻が合竃した

「持麟可●な●覺目橿」です

付図 1 持続可能な開発目標 (SDGs)のロゴ

閏婢：房際連合広裁センター



－ 109 －

大学生による持続可能な開発目標(SDGs)に関する認知（村松）

付表 1 持続可能な開発目標 (SDGs)

目標 1あらゆる場所のあらゆる形態の貧困を終わらせる

目標2飢餓を終わらせ、食料安全保障及び栄養改善を実現し、持続可能な農業を促進する

目標3あらゆる年齢のすべての人々の健康的な生活を確保し、福祉を促進する

目標4すべての人々への包摂的かつ公正な質の高い教育を提供し、生涯学習の機会を促進する

目標5ジェンダー平等を達成し、すべての女性及び女児のエンパワメントを行う

目標6すべての人々の水と衛生の利用可能性と持続可能な管理を確保する

目標7すべての人々の、安価かつ信頼できる持続可能な近代的エネルギーヘのアクセスを確保する

目標8包摂的かつ持続可能な経済成長及びすべての人々の完全かつ生産的な雇用と働きがいのある

人間らしい雇用（ディーセント・ワーク）を促進する

目標9強靱（レジリエント）なインフラ構築、包摂的かつ持続可能な産業化の促進及びイノベーション

の推進を図る

目標 10各国内及び各国間の不平等を是正する

目標 11包摂的で安全かつ強靱（レジリエント）で持続可能な都市及び人間居住を実現する

目標 12持続可能な生産消費形態を確保する

目標 13気候変動及びその影響を軽減するための緊急対策を講じる

目標 14 持続可能な開発のために海洋•海洋資源を保全し、持続可能な形で利用する

目標15陸域生態系の保護、回復、持続可能な利用の推進、持続可能な森林の経営、砂漠化への対処、
ならびに土地の劣化の阻止・回復及び生物多様性の損失を阻止する

目標 16持続可能な開発のための平和で包摂的な社会を促進し、すべての人々に司法へのアクセスを

提供し、あらゆるレベルにおいて効果的で説明責任のある包摂的な制度を構築する

目標 17持続可能な開発実施手段を強化し、グローバル・パートナーシップを活性化する


